
 

コ
ツ
通
り
が
あ
と
一
ヵ
年
で
全
て
の
電
柱
が
地
中
化
さ

れ
、
カ
ラ
ー
歩
道
は
段
差
の
無
い
歩
き
易
い
道
路
と
な
り

ま
す
。
街
路
樹
も
植
え
ら
れ
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る

で
し
ょ
う
。

平
成
21
年
か
ら
東
京
都
建
設
局
第
六
建
設
事
務
所
の
各

部
署
の
方
々
と
色
々
な
事
を
話
し
合
い
相
談
し
な
が
ら
進

め
て
き
ま
し
た
。

自
分
の
町
の
移
り
変
わ
り
に
大
変
な
影
響
が
あ
る
事
な

の
に
、
当
初
か
ら
会
合
を
開
い
て
も
出
席
者
も
２
、
３
人

と
関
心
を
持
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
経
費
が
か
か
ら

ず
、
道
路
や
歩
道
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
街
路
灯
も
出
来

上
が
り
ま
し
た
が
、
い
く
つ
か
の
お
叱
り
を
受
け
頭
を
悩

ま
せ
ま
し
た
。
古
く
な
り
危
険
を
伴
う

よ
う
に
な
っ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
の
撤
去
す

る
時
も
大
変
な
お
叱
り
を
受
け
ま
し
た

が
、
大
地
震
の
前
に
撤
去
で
き
た
の
安

心
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
も
全
て
寒
い

冬
の
夜
間
工
事
で
し
た
の
で
大
変
な
思

い
を
し
ま
し
た
。

自
分
の
目
先
の
こ
と
、
自
分
だ
け
の

欲
を
要
求
す
る
の
で
な
く
、
町
の
全
体
像
を
考
え
て
、
み

ん
な
の
た
め
に
少
し
で
も
良
い
の
で
妥
協
し
て
頂
き
た
い

の
で
す
が
。

小
売
商
が
町
か
ら
ド
ン
ド
ン
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。
夜

間
で
も
明
る
く
安
心
し
て
歩
け
る
町
に
し
て
行
き
ま
す
。

み
ん
な
の
た
め
、
自
分
の
た
め
に
お
叱
り
を
受
け
な
が
ら

も
一
歩
一
歩
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
手
を
取
り

合
っ
て
。

使
い
や
す
い
き
れ
い
な
町
並
み
が
完
成
し
た
ら
、
祝
賀

パ
レ
ー
ド
や
大
売
出
し
を
開
催
し
、
大
い
に
皆
さ
ん
と
一

緒
に
喜
び
た
い
で
す
ね
。
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吉
田
喜
一

教
授
の

も
の
つ
く
り

都
立
産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

私
は
荒
川
革
新
懇
の
代
表
世
話
人
も
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
荒
川
革
新
懇
で
は
増
田
善
信
氏
の
脱
原
発
講

演
会
、
横
田
基
地
見
学
、
秘
密
保
護
法
そ
し
て
戦
争
法
反
対

の
行
動
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
荒
川
区
内
の
産
業
遺
産
巡
り
を
計
画
し
ま
し

た
。
４
月
16
日
（
土
）午
後
２
時
南
千
住
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

終
了
後
（
大
体
４
時
こ
ろ
）
は
軽
く
懇
親
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

荒
川
区
は
も
の
つ
く
り
で
栄
え
た
街
で
す
。
大
企
業
と
と

も
に
、
中
小
・
零
細
企
業
が
た
く
さ
ん
集
積
し
て
い
ま
し
た
。

中
小
・
零
細
企
業
は
今
も
頑
張
っ
て
荒
川
区
の
産
業
そ
し
て

経
済
を
支
え
て
い
ま
す
。
荒
川
区
を
日
本
の
産
業
革
命
発
祥

の
地
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
地
域
の
一
つ
で
す
。

特
に
南
千
住
は
隅
田
川
貨
物
駅
、
汐
入
水
門
、
瑞
光
橋
、

大
日
本
紡
績
橋
場
工
場
（
現
ユ
ニ
チ
カ
、
産
技
高
専
）
、
東

京
瓦
斯
、
胡
禄
神
社
（
胡
粉
）
、
高
橋
造
船
（
汐
入
公
園
）
、

千
住
製
絨
所
（
荒
川
工
業
高
校
の
レ
ン
ガ
塀
）
、
平
賀
源
内

墓
（
明
治
通
り
の
台
東
区
側
）
、
回
向
院(

観
臓
記
念
碑)

、

東
京
電
燈(

南
千
住
第
二
中)

な
ど
た
く
さ
ん
の
産
業
遺
産
が

あ
り
ま
す
。

４
月
中
旬
の
土
曜
日
の
午
後
散
歩
し
な
が
ら
、
南
千
住
の

歴
史
、
地
理
、
産
業
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
吉
田
の
携
帯
080-

5425-

8946
ま
で
。

南
千
住
の
産
業
遺
産
巡
り
し
ま
せ
ん
か

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
私
は
、
都
内
に
所

用
や
買
い
物
、
散
歩
な
ど
に
出
か
け
る
際
に
、
よ
く
日
比
谷
線
南
千
住

駅
の
券
売
機
で
「
東
京
メ
ト
ロ
１
日
乗
車
券
」
を
買
い
求
め
ま
す
。
こ

の
乗
車
券
が
あ
れ
ば
、
東
京
メ
ト
ロ
の
路
線
を
１
日
に
何
度
も
乗
り
降

り
で
き
る
の
で
便
利
だ
か
ら
で
す
。
以
前
は
大
人
710
円
だ
っ
た
の
で
す

が
、
昨
年
２
月
に
600
円
に
値
下
げ
さ
れ
、
グ
ッ
と
お
得
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
メ
ト
ロ
の
初
乗
り
は
170
円
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
場
合
は
165
円
）
な
の

で
、
４
回
乗
車
で
必
ず
元
が
取
れ
る
計
算
で
す
。

さ
ら
に
、
今
年
３
月
26
日
（
土
曜
日
）
か
ら
は
、
値
段
は
そ
の
ま
ま

に
、
効
力
が
「
購
入
日
の
１
日
」
か
ら
「
当
日
の
使
用
開
始
か
ら
24
時

間
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
東
京
メ
ト
ロ
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、

購
入
し
た
券
を
当
日
の
15
時
10
分
に
自
動
改
札
機
に
投
入
し
た
場
合
は
、

翌
日
の
15
時
10
分
ま
で
利
用
可
能
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
な
ら
、
夕
方

に
使
っ
た
後
、
翌
日
の
午
前
中
に
も
ま
た
使
え
る
の
で
、
旅
行
者
な
ど

に
も
喜
ば
れ
そ
う
で
す
。
私
の
旅
行
経
験
で
は
、
沖
縄
の
モ
ノ
レ
ー
ル

「
ゆ
い
レ
ー
ル
」
が
こ
の
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、
利
用
者
目
線
の
施

策
だ
と
感
心
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
が
東
京
メ
ト
ロ
で
も
導
入
さ
れ
る

こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
是
非
、
使
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？
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★
休
業
日
の
ご
案
内
【
当
店
は
不
定
休
で
す
】
★

３
月
…
25
（
金
）
、
30
（
水
）

４
月
…
６
（
水
）
、
12
（
火
）
、
21
（
木
）

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
９
時
～
PM
６
時
30
分

土
・
日
・
祝
…
AM
10
時
～
PM
５
時

便
利
で
お
得
に
進
化
す
る

東
京
メ
ト
ロ
24
時
間
券

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い


